『新世紀人文学論究』第9号（2025年2月刊行予定）

特集：「日本語教育史研究の諸問題――現状と課題」原稿募集
================================================================================
新世紀人文学研究会の研究誌『新世紀人文学論究』では毎号特集を編んでいますが、9号（2025年2月刊行予定）では標記のような特集を企画しています。これまで日本語教育研究は内外の研究者によって多方面において着実な成果を上げてきましたが、いまなお、その全貌を覆うには至っていません。
日本語教育史研究には教科書比較研究、人物研究、教授法研究など、また地域に至ってはアジア、欧州、北米・南米、など多方面にわたり、時代別では中世のキリシタン文献の研究、宣教師の日本語教習を始め、近代では漢字を媒介にした言語伝播にも光が当てられています。一方、小誌でも積極的に発掘してきました、戦時下（主として第二次世界大戦、アジア太平洋十五年戦争）における日本語教育については、多くの未開拓の問題をはらんでいるように思われます。特集では現在の研究状況を批判的に発展継承し、新しい視点、今後の課題を提供していきたいと思っています。言語接触を通して、日本語教育史研究を平和教育学の一環としてとらえたいとの期待があります。現在の多文化、多言語研究・教育に通底する課題でもあると思われます。積極的なご投稿をお待ちしています。
毎年、大量の論文が出される中、本研究誌は論説資料保存会の資料集にも毎年、数本の論文が収録されるようになり、徐々に学界に寄与していますが、これからも充実した成果を内外に発信していきたいと思います。皆様のご支援、ご参加を心から期待しております。
なお特集記事と同時に一般自由論文の投稿も受け付けております。申込み締め切りは2024年7月末日、原稿提出締め切りは2024年11月末日です。希望者は仮題でも必ずお申し込みください
執筆要領は研究会ホームページ（http://shinseiki.net/）をご参照ください。

注意事項（重要）

　大学院在籍生（原則として博士課後期課程在籍生）については指導教授の推薦状（形式自由）を必要とします。論文提出時に添付メールと同時にご提出ください。また、論文末尾の[附記]として、指導教授の指導を受けていることも注記してください。
　原稿は完全原稿とします。日本語の表記については必ず何度も推敲を行い、誤字、脱字のないようにお願いします。編集委員会では、日本語の訂正は逐一行っていません。とくに日本語非母語話者においては、入念なチェックを必ず行うようにしてください。
　本誌の水準を維持するための措置ですので、何卒、ご理解、ご協力をお願いします。

『新世紀人文学論究』第9号投稿・寄稿申込書

特集以外の一般自由研究（植民地教育史、言語文化接触、言語研究、文学研究）も受け付けています。詳細は研究会ホームページ執筆要領をご参照ください。
・提出の締め切り　2024年7月末日（論文締切は2024年11月末日）
　本用紙を添付にして下記宛にお送りください。個人情報は厳守いたします。
九州産業大学・新世紀人文学研究会事務局　酒井順一郎宛
　j.sakai@ip.kyusan-u.ac.jp
★投稿希望者は原則として新世紀人文学研究会会員といたします。
入会手続きはHP http//:shinseiki.net/をご参照ください）

投稿形式（〇をおつけください）　　　　　　　　　　　　提出日　2024年　7月　　日

（　）研究論文　　（◯）研究ノート　　（　）調査報告　　（　）実践報告／資料紹介

タイトル（日本語）　仮題でも差し支えありません。
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
タイトル（英文）　暫定でも差し支えありません。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
分量　　　　Ａ４用紙換算（　１２）枚　　＊ＨＰ執筆要領をご参照ください。

ご氏名　　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ご氏名（英文表記）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ご連絡先住所

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
メールアドレス　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
J-STAEGEへの掲載公開を　（　）希望する　　　（　　）希望しない　　　　　　　　
＊掲載論文についてはネットにて国内外にできるだけ発信していきたいと思いますので、（　）に〇をおつけください。ご協力をお願いいたします。
なお、J-STAEGEについてはネットにてJ-STAGEの概要 (jst.go.jp)をご参照ください。
